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令和2年1月8日

野田市立ニッ塚小学校

新しい葺を蓮えました。みなさんはどんな寒謂みを患ごしていましたか?憂さがと護と麗しく

なりかぜやインフルエンザがますます締する藷です。寒さに負けず、業賽バランスの良い萱

葦と半券な講読をとって議に藁り壷りましょう。

晋願誓①富:了 証言態雪《㊨壱:

諾意の播まりは「子とものために」
し○

範、 1月24日から3〇日までの1蓮静は警醒議諸寄鯖苗です。

予パー、欝

龍の諮前ま雛2 2年に彬蕪の欝董細筆轟で畠されたものが薄まりと言われていま

す。貧しい家庭の子どもたちのために藁縄で琶皆を重したことから措まりました。

その産、発散鞍芙鞠こよ。て輩苛乾してしまいましたが、薫繕稔で善しむ子ども

(,〃-

たちのためにアメリカの筈繕竃継ララやユニセフなどの主務こより、昭和2 1年1 2月24日に

藤薪めての諮皆が萎諸されました。この謁念すべき呂と鰯の鶉ちを篭れないために、

寒綜みに重ならない1ヶ月後の1月24日から3〇日が「警醒議諮萱造詣」となっている

賢しさや賛繕種で輸こ貴べられない子どもたちを謝るために始まった諮皆ですが、

鑑の諮皆は業萎バランスの良い講で、前こ観る正しい鵜と醤ましい欝誰を身に

っけるための「生きた譲乱としての購な灘を罵っていますo登講話諮皆造簡苛は
い

諾薫の笑窃さについて考えてみましょう。

鏡轟ま、識緋で端諮寄進摘記講議の経緯や躍続積った講を難

します。お楽しみに=講にて詳しく梅谷します。
たの くわ

《今月の
凡
け
り詩

歌
自国語

感謝して貴べよう
かんしや

「いただきます」 「ごちそうさま膏誌ちを込めてあいさつをしていますか?

貴べるということは窃櫛のし蒼をいただくことです。その貴べ続蓄てた天、

縄をしてくれた人など、たくさんの天の圭が露わり縄ができあがります。

駕鰯の萎濾ちを鳥。て、箋謎での宝諸も撃霞の諾薫もいただきましょうo



給食週間に取り入れる日本の郷土料理
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「いも煮汁」は、山形を代表とする郷土料理
おくがい おお なべ かこ さといも はい

です。屋外で大きな鍋を囲みながら、里芋の人
にもの だの にかい しゆうかく いわ

った煮物を楽しむ「いも煮会」は収穫のお祝いや
ひとびと こうりゆう ば ねん まえ おこ

人々の交流の場として3〇〇年ほど前から行わ
れてきたそうです。
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讃嵩蕪は、海にも山

にも恵まれ、商業も

盛んで活気にあふれて

います。カキやタコな

どの魚介類、レモンが

特産物で、お詰み巌き

ゃもみじまんじゆうが

箸箸です。
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大分県にはとり芙崖が蕪閲読壷にあるほ
おおいたけん

ど箸筈で、家庭でもよく食べられていま

す。だんご洋は、鶏肉と具だくさんの

覇業、そして講読を蓑で繰って丸めた

団子を入れて作るみそ仕立ての汁物です。

菜崩竃していた轄品こ蒜駕が呈震韓わり

に食べていた郷土料理です。
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講強

欝襟

董試薬は、覇熊

温泉という覇で詳
おんせん

られている特産品

で、日本の代表的な

薫覇「董謙薬漬け」

の掠術として使われ

ています。

論議巌きは、ニン

ニク競業の芙きな

競竃をカラッと鼠ザ

たご韮壷B讃グルメ

です。

豚丼は「第芸道窒壷ご韮壷どんぶり

竃鰐推挙鱗」に出場した羊藁を
しゆつじょう

腎簑するどんぶりです。肉やしょう

嵐葉など、千葉のおいしさをまとめ

たどんぶりです。草葉蕪はさつまい

も.覇の掌叢書警壷2位を藷りま

す。千葉の恵みで嘉鰐実績!
ち ば めぐ
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